




























































































































































































































































































































































































































































































第 11 章　女性アーカイブセンター 10 周年
お願いしている。
今後も研修を通してアーカイブを保存して活用してもらうことの重要性、
保存技術や活用方法について広めていきたいと考えている。
７　今後の課題
１）　広報
 　広くアーカイブを活用してもらうには、まず女性アーカイブや女性アー
カイブセンターの存在を含めた幅広い広報が必要である。現在展示や展示
に関連するイベントを行ってはいるが、あらゆるツールを使って魅力的・
効果的な広報実践が課題である。
２）　継続的な資料収集と専門的な資料分析
 　女性アーカイブセンターは女性の歴史を後世に伝える上で、資料的価値、
利用価値のある資料を継続的に収集していく専門施設である。そのために
は資料所在調査・内容調査・分析・まとめのできる専門的な知識を持つ職
員が配置される必要がある。現在は情報センター担当の司書が兼任して業
務を行っており、全国各地に散らばっていると思われる女性アーカイブの
情報の入手や、受け入れた資料の価値の分析を行うことが難しい状況と
なっている。
３）　資料の修復・保存への対応
 　現在収集対象としている資料の中には劣化、破損が進んでいるものが多
くある。適切な整理方法や保存対策が必要である。デジタルアーカイブシ
ステムの中に保存されている電子媒体のコンテンツは定期的に新しい媒体
へ転換することも視野に入れておかなければならない。また、地震等の災
害に対応した保存環境の整備も必要である。
４）　全国の女性関係資料の構築支援
 　平成17年度に行った「女性関係資・史料の所蔵に関する調査」で、全
国の440機関が資料を所蔵しており、その多くが目録等の所在情報が未整
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備の状況であることが明らかとなっている。ナショナルセンターとして
NWECは地域における女性アーカイブの構築・充実を支援し、場合によっ
ては貴重な資料が散逸しないように女性アーカイブセンターにて資料を受
け入れることも考える必要がある。
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